











































れている 。 その後、江戸|時代を通じて蝦災地の j~ii物として鯨製品が記されている。 産物となる鯨
の入手法は、エ トロフでは 「鯨は九月より末に大分寄申候J(I71211o iエトロフ品i決着記J)
「産物・・・次に鯨フンベなり、以前、阿部屈なるもの交易せし頃は多くありて、 l均は災の食と
し、 il ll のミ 交易しでも利10|足れりと也、 1Jj' 1 1õ氷海W{，るのとき多く海岸へよる、又不lI~i に術「司 l もあ
りとそ、 今は不足にして一歳三，凶本ならてぬらねは産物とするに足らす、只食ひ尽す迄也、ク
ナシリと此:t~i に 1111 なる海に多くミゆる也、予、文化三:irtの年五月下旬、船にて此l嶋へi皮りしに、
前に記せる ~Iij :\~$の 11 \1 i藍に~î&を当日むに、しかも其日は if，日上波手nて鋭の而の刻1 くなりしに、 I~Ii.民天を




五.六52なりJ(1818年 『北災談J)という。ほかには 「流寄り 11候鯨を取上ケJ(r松前蝦災記J)、
「寄似を制1くさき干立しJ(r北夷談j、ア ッケシ)とある。このように寄り鯨の利朋以外の記録






























































に鯨と池辺し、 ;iJ から ~i~i を打ち込むと鯨に!且き回され、沿片l の集落から応援の;iJ が十数般やって
きて銘を打ち込んだ。5，60本の綱が付く鯨に人々はずぶぬれになってð~fî:スピードで其っ H古な中




















































(出典 アイヌ文化保存対策協説会編 f7'イヌ民族誌j第一法規出版、 1970)
つまり、鯨を人|悶に恵むのはシャチであり、シャチへのま長鮮がJil鯨文化に作mしているのであ
る。シャチも鯨の一種だから、アイヌの認識でも鯨に与えているフンベ(フンベ)という名称を









不可能であっ たからとは考えない。 また、アイヌはH~ilに殺を使)IJするが、 lゆ明p列l治になつて法手符律lドtに
より毒のf使史月
|山附目削1がf鯨止鼎、を布折捕!日iらないという方|向句に1働制き、 シャチをi'lの布1として崇拝することがアイヌの捕鯨文化だ
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